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中
西
淳
朗

相
州
小
田
原
の
医
学
史
に
つ
い
て
ま
と
ま
っ
た
研
究
害
は
私
の
管
見

の
範
囲
で
は
知
ら
な
い
・

小
田
原
と
い
う
と
ま
ず
「
う
い
ろ
う
」
と
い
う
粒
状
の
売
薬
が
有
名

で
あ
る
。
漢
字
で
外
郎
と
か
き
発
売
元
は
代
々
藤
右
衛
門
を
名
の
り
、

現
在
は
二
十
四
代
六
百
年
の
歴
史
が
あ
る
。
小
田
原
藩
の
儒
学
、
医
療

に
大
い
に
貢
献
し
た
が
、
そ
の
細
目
に
つ
い
て
は
今
後
改
め
て
研
究
す

る
余
地
が
あ
る
。

小
田
原
藩
に
お
け
る
蘭
学
は
、
海
防
上
の
江
川
流
、
医
術
上
の
楢
林
、

杉
田
流
が
江
戸
時
代
後
半
に
お
こ
っ
た
が
、
藩
の
財
政
は
宝
永
以
降
の

度
重
な
る
天
災
の
た
め
非
常
に
苦
し
く
、
且
つ
江
戸
城
の
西
の
出
城
と

い
う
特
別
な
役
目
に
よ
る
出
費
も
あ
り
、
学
問
の
た
め
の
経
費
を
十
分

計
上
で
き
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
経
済
環
境
の
中
で
、
寛
政
十
年
十
一
月
二
十
六
日
（
西

暦
一
七
九
九
年
一
月
一
日
）
付
の
蘭
学
者
相
撲
見
立
番
附
に
、
相
州
・

市
川
隆
甫
が
西
の
三
段
目
の
五
枚
目
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

小
田
原
市
茶
畑
町
（
バ
ス
箱
根
口
下
車
、
海
岸
側
）
の
日
蓮
宗
妙
珍

山
蓮
昌
寺
の
墓
地
に
こ
の
市
川
隆
甫
一
族
の
墓
が
あ
る
。
左
手
が
江
戸

期
の
古
い
墓
三
基
が
並
び
、
右
か
ら
隆
甫
、
蟠
竜
窟
蘭
好
、
市
川
玄
順

と
考
え
ら
れ
る
。
右
手
に
は
新
墓
が
あ
る
が
問
題
は
蟠
竜
窟
藺
好
の
墓

誌
で
、
選
文
は
藩
校
学
頭
の
宇
野
懐
徳
で
あ
る
。
墓
石
に
少
々
い
た
み

相
州
小
田
原
の
医
史
片
々

が
あ
り
読
み
づ
ら
い
が
、
大
凡
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

〃
市
川
藺
好
は
安
永
四
年
二
七
七
五
）
六
月
三
日
の
生
れ
で
、
西
海

子
（
サ
イ
カ
チ
）
小
路
Ⅱ
武
家
屋
敷
町
で
育
っ
た
。
杉
田
玄
白
の
門
に

入
っ
て
内
外
の
学
問
や
俗
事
を
含
め
て
学
び
、
小
田
原
に
帰
っ
て
き
て

侍
医
と
な
り
栄
進
し
た
。
趣
味
と
し
て
茶
道
を
た
し
な
ん
だ
が
、
文
政

十
二
年
、
つ
ま
り
天
保
元
年
に
五
十
五
歳
で
他
界
し
た
〃

杉
田
玄
白
の
「
解
体
新
書
』
の
出
版
が
安
永
三
年
で
あ
る
か
ら
、
そ

の
翌
年
に
市
川
蘭
好
が
生
れ
た
こ
と
に
な
る
。
玄
白
の
死
去
は
文
政
十

四
年
二
八
一
七
）
で
あ
る
か
ら
、
藺
好
は
そ
の
年
四
十
二
歳
で
あ
る
。

仮
に
蘭
好
が
二
十
五
歳
で
天
眞
楼
に
入
門
し
て
い
た
と
す
る
と
、
玄
白

は
古
稀
目
前
の
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
こ
で
天
眞
楼
入
門
帖
を
、
や
っ
と
川
島
恂
二
氏
著
「
土
井
藩
歴
代

蘭
医
河
口
家
と
河
口
信
任
」
の
三
一
二
頁
に
見
出
し
た
。
そ
こ
に
は
玄

白
死
去
年
の
天
眞
楼
塾
生
名
簿
が
あ
り
、
こ
の
時
は
市
川
藺
好
は
小
田

原
に
帰
っ
て
い
て
名
は
当
然
見
出
し
得
な
い
。

川
島
先
生
の
ご
意
見
で
は
、
文
化
二
年
玄
白
が
随
筆
集
「
玉
味
噌
」

を
か
い
た
時
、
相
州
に
門
人
一
人
が
い
る
と
か
い
て
い
る
が
、
実
際
は

養
子
の
伯
元
の
弟
子
で
あ
ろ
う
し
、
弟
子
も
玄
白
の
弟
子
と
名
の
っ
た

方
が
外
聞
が
よ
い
の
で
、
多
く
は
伯
元
の
弟
子
と
は
云
わ
な
か
っ
た
と

ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

市
川
藺
好
の
こ
と
は
こ
の
ぐ
ら
い
し
か
判
明
し
て
い
な
い
。
し
か
し

兄
と
思
わ
れ
る
隆
甫
に
つ
い
て
は
寛
政
十
年
以
降
、
小
田
原
藩
医
学
肝

煎
で
奥
医
師
と
な
っ
て
お
り
、
文
政
八
年
（
一
八
二
五
）
に
五
十
二
歳

で
京
都
に
遊
学
（
休
暇
中
に
つ
き
こ
の
年
の
家
中
分
限
帖
に
は
名
が
上
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っ
て
お
ら
ず
、
父
の
玄
順
が
隠
居
留
守
番
と
い
う
こ
↑
と
で
十
五
人
扶
持

と
書
か
れ
て
い
る
）
、
文
政
十
一
年
に
帰
国
し
て
七
年
後
の
天
保
九
年

二
八
三
八
）
に
死
亡
し
て
い
る
。

こ
の
市
川
隆
甫
は
京
都
往
復
の
途
中
、
沼
津
で
知
合
っ
た
地
方
医
師

の
顕
之
と
文
通
を
重
ね
て
い
た
と
こ
ろ
、
弟
の
藺
好
が
死
去
し
た
の
で
、

隆
甫
は
顕
之
を
藩
医
に
推
せ
ん
し
、
顕
之
は
仕
官
し
て
市
河
魯
庵
と
名

の
っ
た
。
そ
し
て
天
保
三
年
、
五
十
二
歳
の
時
、
長
崎
へ
留
学
し
楢
林

栄
建
に
藺
学
を
学
び
三
年
後
帰
国
し
た
。
し
か
し
天
保
八
年
二
八
三

七
）
に
五
十
六
歳
で
死
亡
し
た
。
困
っ
た
隆
甫
は
、
魯
庵
の
後
妻
の
連

れ
子
・
湯
山
家
次
男
貫
太
を
養
う
形
と
し
恭
斉
と
名
の
ら
せ
た
。
と
こ

ろ
が
翌
年
隆
甫
が
死
亡
し
た
の
で
、
恭
斉
自
か
ら
市
河
家
を
継
ぎ
、
市

川
隆
甫
の
あ
と
に
中
村
家
よ
り
栄
達
（
藩
医
中
村
見
外
の
次
男
か
）
を

迎
え
入
れ
た
。

市
河
恭
斉
も
早
死
で
弘
化
四
年
（
一
八
四
八
）
三
十
七
歳
で
他
界
、

十
三
歳
の
玄
智
（
明
治
に
入
り
顕
道
を
名
の
る
）
が
後
を
継
い
だ
。
こ

の
玄
智
の
先
祖
書
並
に
神
奈
川
県
史
資
料
第
五
巻
四
二
八
頁
に
、
こ
の

玄
智
が
市
川
隆
甫
に
学
び
後
に
佐
倉
の
佐
藤
泰
然
の
門
下
と
な
り
、
明

治
九
年
二
八
七
六
）
に
小
田
原
梅
毒
病
院
医
員
と
記
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
市
川
隆
甫
は
二
人
お
り
、
多
分
、
中
村
家
か
ら
入
っ
た
栄
達
が

二
代
目
を
名
の
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

相
州
小
田
原
で
は
、
明
治
に
入
る
と
青
年
達
は
急
速
に
英
学
の
方
に

傾
き
、
蘭
学
の
芽
は
市
川
、
市
河
家
以
外
に
も
あ
っ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、

遂
に
根
づ
か
ず
に
終
っ
て
し
ま
っ
た
。

小
田
原
の
医
療
と
い
う
と
、
外
郎
家
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
こ
は
私

事
で
は
宇
野
藤
右
衛
門
を
名
の
り
、
一
族
中
か
ら
藩
校
集
成
館
の
教
授

を
多
く
だ
し
て
お
り
、
市
川
藺
好
の
墓
誌
を
か
い
た
宇
野
懐
徳
も
そ
の

中
の
一
人
と
思
わ
れ
、
市
河
家
と
も
縁
戚
が
あ
る
ら
し
い
の
で
あ
る
。

小
田
原
の
宇
野
家
も
二
家
あ
っ
て
、
な
か
な
か
難
か
し
い
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

以
上
、
市
川
、
市
河
両
家
を
中
心
に
報
告
し
た
。

（
二
○
○
二
年
六
月
例
会
）

夫
弗
携
紹
介
諜
茨
夫
去
諜
劣
劣
茨
劣
燭
蒜
森
劣
劣
去
Ｈ
孝
需
夫
夫

「
カ
ル
テ
拝
見
武
将
の
死
因
』

武
将
が
政
治
の
実
権
を
握
る
よ
う
に
な
る
と
、
武
将
の
病
気
や
死
が

政
治
や
治
世
に
大
き
く
影
響
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
武
将

の
病
気
や
死
因
に
は
多
く
の
脚
色
が
な
さ
れ
た
。
特
に
江
戸
時
代
に
書

か
れ
た
史
料
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
名
家
の
思
惑
な
ど
で
、
事
実
に
反
し

て
美
化
し
た
り
、
英
雄
諄
に
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
黒
田
如
水
の
例

が
そ
の
典
型
で
あ
ろ
う
。

貝
原
益
軒
撰
の
「
黒
田
家
譜
」
で
は
、
如
水
が
福
岡
で
病
死
し
、
福

岡
の
崇
福
寺
に
葬
ら
れ
た
。
死
期
が
迫
っ
た
時
、
子
の
長
政
に
遺
言
し
、

辞
世
の
歌
を
詠
ん
で
い
る
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
話
は
皆
作

杉
浦
守
邦
著


